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いたみ花火大会
伊丹市を代表する花火大会。猪名川の神津大橋南側河川敷より約3,500発の花火が打ち上
がり、夏の夜空を鮮やかに彩ります。毎年テーマが異なり、それに沿ったさまざまな趣向が
見どころ。圧巻の音楽連動スターマインや、恒例の伊丹名物「黄金しだれ柳の重ね咲き」な
ど、夏の関西をしめくくる花火は迫力満点です。

伊丹名所図会
vol.9

証券コード：4341　　東京証券取引所 市場第二部



情報通信の力で、安心・安全・快適な社会を
実現します

経 営 理 念

西菱電機グループは、優れた「ビフォア」サービス・
「イン」サービス・「アフター」サービスを通して、
会社に係わるすべての人々に喜びを提供します。

システムソリューションサービス
（情報通信システム事業）

無線・動態管理
官公庁様向けの防災行政無線や、タクシー・バ
ス・トラック等の法人のお客様に必要とされる
無線システムの開発・構築等を幅広く行ってい
ます。

セキュリティ・映像
建物や河川等に設置した監視カメラの映像を
配信するシステムを提供しています。 映像監
視だけでなく、計測機器からのデータと連動し
て警報・警告を発する等の幅広い利用を実現
することが可能です。

防災・減災・情報配信
河川氾濫や土砂災害、津波等の災害情報を素
早く確実に配信するためのシステムから、地域
情報や各種お知らせ等を配信するシステムま
で幅広く取り扱っています。

モバイルソリューションサービス
（情報通信端末事業）

携帯ショップ運営
主要キャリアのショップを近畿各地に展開。地
域やお客様の特性に応じた地域密着型のサー
ビスを提供しています。また、自社開発したお
客様窓口ご案内システム（発券機システム）も
他業種・業態のお客様へ拡販を進めています。

携帯端末修理再生
携帯電話の発売当初から蓄積してきた技術と
ノウハウを活かし、故障の原因調査、修理、検
査、出荷まで一貫したサービスを提供してい
ます。

パソコンショップ運営
パソコン・ネットワークの総合専門店として、販
売から相談・修理まで、お客様の安心・快適な
PCライフをサポートしています。

Before
service

In
service

After
service
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株主の皆様には、平素から格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。こ
こに2018年3月期（2017年4月1日から2018年3月31日まで）の報告書

（かけはしレポート 第52期報告書）をお届けし、経営成績等についてご報告
いたします。

当連結会計年度における国内経済は、企業収益の改善や堅調な雇用環
境を背景に引き続き緩やかな回復基調で推移いたしました。海外経済に
おいても、堅調な米国や欧州を中心に底堅く推移しているものの、いまだ
海外の不安定な政治動向や地政学的リスクの影響が懸念されており、先
行きは不透明な状況にあります。

官公庁向けシステムの受注増、携帯端末販売台数増で増収、
携帯端末修理再生の生産性改善で増益となりました。

（単位：百万円）

※売上高
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（単位：百万円）

※営業利益
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（単位：百万円）

※経常利益
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※記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

代表取締役社長　西岡 伸明

トップメッセージ
Top Message

前期との比較

0.4％増 前期との比較

140.9％増
前期との比較

101.9％増

当期の業績とその背景について
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当社グループの関連する業界では、情報通信端末事業に
おきましては、スマートフォンやタブレット型多機能端末市場
は、携帯端末の出荷台数が減少傾向にあり、MVNO市場や
中古端末市場が拡大する中、コンテンツの充実やサービスの
多様化が差別化のカギとなっています。情報通信システム事
業におきましては、地震、台風、豪雨、豪雪などの自然災害の
多発により、国民の安心・安全な暮らしを守る社会インフラの
整備・強化が求められています。また、政府が成長戦略に盛り
込む第4次産業革命が進んでおり、ビッグデータ、IoT、AI、ブ
ロックチェーンなどの新技術に注目が集まり、大きな発展が
期待されております。

このような状況下、当社グループの売上高は、IP無線関連
事業の不振や三菱電機株式会社向け陸上端局装置の社内検
査、現地調整業務の減少があったものの、官公庁向けシステ
ムの受注増、携帯端末販売の販売台数増などもあり、前期に
比べ増収となりました。経常利益は携帯端末修理再生におい
て、前期より取り組んだ生産性改善が大きく寄与したことな
どから増益となりました。また、「市町村防災行政無線システ

ム」などの新システムや「IoT関連事業」などの新規事業開発
など、事業拡大に向けた開発投資、販売促進投資、社内体制
強化などの投資を引き続き積極的に行いました。

これらの結果、当連結会計年度の業績は、売上高207億
22百万円（前期比0.4%増）、営業利益3億13百万円（同
140.9%増）、経常利益3億41百万円（同101.9%増）、親会
社株主に帰属する当期純利益1億98百万円（同193.7%増）
となりました。

（単位：％）
ROE
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※総資産
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※
親会社株主に帰属する
当期純利益
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次期の見通しとしましては、景気の回復基調の継続が期待
されるものの、消費マインドの低下や海外景気の下振れリス
クが懸念され、先行き不透明な状況が予測されます。

当社グループでは、各事業における施策を推し進めるほ

海外市場への参入・新規事業分野への進出を視野に、
体制構築を進めてまいります。

トップメッセージ
Top Message

前期との比較

193.7％増

次期の見通し

前期との比較

2.6
ポイント増

前期との比較

3.1％増
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配当の推移
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（単位：円）
一株当たり純資産
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自己資本比率
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研究開発費

※

売 上 高 21,500 百万円

営 業 利 益 360 百万円

経 常 利 益 350 百万円

親会社株主に帰属する当期純利益 200 百万円

※記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

2019年3月期業績予想

将来の予想について
記載されている将来に関する予想については、現在入手可能な情報から得られた
当社経営者の判断に基づいて行った予想であり、実際の業績は、さまざまな要素
によりこれらの予想とは異なる場合があることをご承知おきください。

当社グループは、株主の皆様に対する利益配分を経営の最
重要政策の一つと考え、会社の競争力を維持・強化し、株主資
本の拡充と同利益率の向上を図るとともに、配当の安定化に
努める方針です。当期の期末配当につきましては、1株当たり
18円（中間配当と合わせて年間配当は28円）とさせて頂きま
した。また、次期の配当につきましては、1株当たり28円（中間
配当10円、期末配当18円）を予定しております。

当期の期末配当は1株当たり18円。
次期は28円（年間）を予定しています。

か、各種システム開発、販売促進を積極的に行うとともに、利
益率の改善、原価低減、経費削減に取り組んでまいります。ま
た、海外市場への参入・注目を集めるIoTを活用したソリュー
ションなど新規事業分野への進出も視野に、体制構築を進め
てまいります。

前期との比較

0.6
ポイント減

前期との比較

239％増

配当について

前期との比較

1.8％増
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事業別の概況
Operating Results

携帯端末販売では販売台数が増加したことに加え、スマートフォン
関連商材となるアクセサリー商品や、タブレット、光回線など付加価
値商材提案による収益性の向上に努めた結果、売上・利益ともに堅
調に推移。また、携帯ショップ2店舗をオープンし、地域に愛される
サービス中心の店創りを推進。

パソコン販売においては、来客数、会員制サービスの契約数が落ち
込み、若干の減収減益になるも、徐々に会員制サービスの契約数が
復調。

携帯電話ショップ向けに自社開発した店舗運営システムは全国の 
ドコモショップ800店舗、シェア30％を超える等、順調に納入が拡
大。更に、異業種向け発券機システムとしても拡販に注力し、官公庁
や小売業などに納入。

携帯端末修理再生では前期より取り組んでいた生産性改善が業績
に大きく寄与し増益。

■ ＭＶＮＯの台頭、キャリアショップでの多岐にわたる商品・サー
ビスの取扱開始など大きな転換期を迎える中、接客の質を向
上させるための研修等により、顧客満足度の向上を目指し、
お客様にお選び頂ける店舗創りに注力。  
また、事業拡大に向けた新店舗出店へ積極的に取り組む。

■ 店舗運営システムについては、全国のドコモショップへの納入
と、異業種への拡販に引き続き取り組む。

次 期 の 活 動

情報通信端末事業
（単位：百万円）
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営業利益
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3.3％増

85.9％増
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■ 官公庁のお客様向けでは、防災・減災対策の充実、インフラ
老朽化対策の推進などにより、需要は堅調に推移すると予
測される中、各種防災行政無線システムや河川監視システ
ムなどのラジオ再放送システムや、高機能型遠隔監視装置

「ＴＭ-５０１」などを活用した、ソリューション製品の拡販を図
り、防災・減災需要の取込、保守などストックビジネスの確保
に取り組む。

■ 民間のお客様向けでは、LTE対応の車載型業務用IP無線機
「SoftBank601SJ」の拡販を図る。更に製品ラインナップを
拡充し、お客様のニーズに合わせた各種情報通信システムに
よるソリューションの提供を図る。

■ 海外市場への参入・IoTを活用したソリューションなど新規事
業分野への進出も視野に、体制構築を進める。

■ IP無線システムなどのクラウドサービスについては、更なる
サービスの安定化とよりよいサービスの提供に努める。

（単位：百万円）
売上高
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営業利益
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20,000事業譲受した市町村防災行政無線システムなど官公庁向けシステ
ムの大口案件が増加するも、IP無線関連事業の不振や三菱電機株
式会社向け陸上端局装置の社内検査、現地調整業務の減少などに
より減収。

有料道路向け受注案件の急激な損益悪化、市町村防災行政無線シ
ステム、IoT関連事業への積極的な開発投資などにより、前期に比
べ減益。

ラジオ再放送システム

車両動態管理システム

売上高

営業利益

前期との比較

12.4％減

1.7％減

情報通信システム事業

次 期 の 活 動

車載型業務用IP無線機
「SoftBank601SJ」
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トピックス
Topics

株式会社NTTドコモより表彰されました！！

　1年間継続して最高評価の営業成績を収めたことから、株式会社NTTドコモより「2017年度ドコモショップ運営代理店表
彰 ドコモショップ総合力指標部門 第一位（関西エリア）」として表彰されました。この賞は、多岐にわたる販売指標の総合ラ
ンキングにおいてドコモショップ運営会社82社中で第1位となりました。今後も、お客様にお選びいただける店舗創りを実
践してまいります。

「auショップ三宮センター街」、「UQスポットイオンモール神戸北」がオープン

　2018年2月に「auショップ三宮セン
ター街」、4月に「UQスポットイオンモール
神戸北」をオープンいたしました。
　「UQスポットイオンモール神戸北」は、
西菱電機グループが初めて運営するUQ
スポット（格安スマホショップ）になります。
　これからも「お客様にお選びいただける
店舗創り」をモットーに、お客様のご要望
にお応えし、サービス向上に努め、これま
で以上に地域のお客様に愛され、親しま
れるお店を目指してまいります。

auショップ 三宮センター街
〒650-0021
兵庫県神戸市中央区三宮町 2-10-7
グレース神戸 1F
電話番号：0800-700-1691
営業時間：11:00～20:00

UQスポット イオンモール神戸北
〒651-1515

兵庫県神戸市北区上津台 8-1-1
イオンモール神戸北 3F

電話番号：078-983-3944
営業時間：9:00-21:00
受付時間：9:00-20:00
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阪急伊丹駅前にデジタルサイネージを納入

市町村防災行政無線システムを宝塚市に納入

　「市町村防災行政無線システム」を、兵庫県宝塚市に納入しました。「市町村防災
行政無線システム」は、市町村などの自治体様が災害情報を効率的に収集するとと
もに、住民のみなさまには屋外スピーカーなどで防災情報・緊急情報を迅速かつ的
確に伝達することで安心・安全を提供する無線通信システムです。また、平時におい
ては住民のみなさまへの行政情報や地域情報の発信などにも使用されます。
　今回設置した屋外スピーカーは、同市の市の花にちなみ「すみれ防災スピー
カー」と名づけられ、宝塚歌劇の代表曲「すみれの花咲く頃」、「鉄腕アトム」の曲
や宝塚市歌など宝塚ゆかりの曲が定時に流れるほか、地域イベントでの利用な
ど、平時より地域のみなさまにご利用いただき親しんでいただいております。今
後は市内全域42カ所に設置される予定です。
　今後も防災減災に役立つさまざまなソリューションを展開し、住民のみなさま
の更なる安心・安全の確保に貢献してまいります。

　阪急伊丹駅前に設置の「阪急伊丹駅前総合案内板」のリニューアルに際し、
兵庫県伊丹市にデジタルサイネージ（電子看板）を納入しました。
　タッチ式の画面では観光スポットや公共施設の案内、バスの運行情報や市内
で開催されるイベント情報などを閲覧できるほか、点字や音声による案内や、
訪日外国人旅行者（インバウンド）対応として多言語（日本語・英語・中国語・韓
国語）での案内も可能です。災害時などには携帯エリアメールなどの緊急防災
情報画面を自動表示します。駅に集う方々の安全確保や情報提供にも寄与し
ます。
　また、広告代理店との連携により、広告用モニターを隣接して設置。これによ
り、広告事業の収入で通信料やメンテナンス費用をまかない、設置自治体の追
加負担のないスキームを実現しました。
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トピックス
Topics

CMMI®成熟度レベル2を達成！

　2018年2月、開発部門である情報通信ソリューション事業部において、ソフトウェア開発プロセスにおける能力成熟度を示
すCMMI®成熟度レベル２達成が認定されました。
　CMMI（Capability Maturity Model® Integration、能力成熟度モデル統合）は、米国カーネギーメロン大学のソフトウェ
ア工学研究所（SEI）で開発された、組織や企業におけるソフトウェア開発能力の成熟度をレベル1からレベル5までの5段階で
評価するモデルです。
　西菱電機グループでは、今後もソフトウェア開発の能力の向上とプロセス改善を推進し、より一層高品質な製品・サービス
の提供に取り組んでまいります。
※CMMI®はCMMI Instituteの登録商標です。

本社事務所を移転

　本社機能と営業機能を至近に集中し、部門間の連携をより一層強化すること
により更なる企業価値の創造を目指すことを目的に、2018年3月本社事務所
を大阪市北区に移転しました。
　また、危機発生時に災害対策本部となる本社事務所を、交通至便で機動性
の高い立地に移転することにより、事業継続計画（ＢＣＰ）への対応力を高める
ほか、採用活動における環境変化に対応し、リクルーティングブランドの向上
を目指します。
　なお、本店所在地（兵庫県伊丹市藤ノ木三丁目５番３３号）に変更はございま
せん。一部の本社機能は移転をせず、本店にて業務を継続いたします。
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商 号 西菱電機株式会社
SEIRYO ELECTRIC CORPORATION

本 店 所 在 地 〒664-0847 兵庫県伊丹市藤ノ木3丁目5番33号

本社事務所所在地 〒530-0003 大阪府大阪市北区堂島2丁目4番27号

設 立 1966年12月6日

資 本 金 5億23百万円

代 表 者 代表取締役社長 西岡 伸明

従 業 員 数 420名(連結585名)

主要取引銀行 三菱UFJ信託銀行株式会社
株式会社三菱東京UFJ銀行
株式会社三井住友銀行

代 表 取 締 役 社 長 西 岡 伸 明

専 務 取 締 役 西 井 希 伊

取 締 役 濱 津 俊 男

取 締 役 金 井  隆

取 締 役 前 田 真 昭

社 外 取 締 役 小 西 新 太 郎 

社 外 取 締 役 田 内 芳 信

常 勤 監 査 役 竹 内  徹

社 外 監 査 役 稗 田  勝

社 外 監 査 役 國 枝 雅 之

（2018年3月31日現在）

（2018年3月31日現在）

（2018年6月26日現在）

発行可能株式総数・・・・・・・・・・・・・・・・ 12,000千株
発行済株式の総数・・・・・・・・・・・・・・・・ 3,500千株
株主数 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,408名

大 株 主

所有者別株式分布状況

株 主 名 持株数（千株） 持株比率（％）

三 菱 電 機 株 式 会 社 812 23.21

西 岡  伸 明 614 17.55

西 岡  　 孝 280 8.00

西 菱 電 機 従 業 員 持 株 会 129 3.69

株式会社三菱東京UFJ銀行 83 2.37

株 式 会 社 コ ン セ プ ト 70 2.00

三菱UFJ信託銀行株式会社 59 1.68

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 48 1.37

吉 田  政 功 43 1.23

秦 　 　 康 明 41 1.17
※ 持株比率は、自己株式（1,795株）を控除して計算しております。
※ 持株数は千株未満を切り捨てて表示しております。
※   株式会社三菱東京UFJ銀行は2018年4月1日付で株式会社三菱UFJ銀行に商号変更してお

ります。

金融商品取引業者
21千株　15名

金融機関
205千株

6名

その他の法人
934千株
18名

外国法人等
1千株　4名

個人・その他
2,336千株
1,365名

合計
3,500千株
1,408名

※ 自己株式1,795株は「個人・その他」に含めて計算しております。 
※ 株式数は千株未満を切り捨てて表示しております。

※   株式会社三菱東京UFJ銀行は2018年4月1日付で株式会社三菱UFJ銀行に商号変更してお
ります。

会社概要

株式の状況

役　　員

会社概要・株式情報
Company Overview and Stock Information
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主な事業所
本店 〒664-0847 兵庫県伊丹市藤ノ木 3-5-33 
本社事務所 〒530-0003 大阪府大阪市北区堂島 2-4-27 
猪名寺事業所 〒661-0981 兵庫県尼崎市猪名寺 1-35-15 
大阪支社 〒530-0004 大阪府大阪市北区堂島浜 2-2-8 
東京支社 〒105-0012 東京都港区芝大門 1-1-30
神奈川営業所 〒220-0005 神奈川県横浜市西区南幸 2-20-5
東日本端末修理センター 〒135-0062 東京都江東区東雲 1-7-12

携帯電話ショップ
ドコモショップ千里中央店 〒560-0082 大阪府豊中市新千里東町 1-3  

せんちゅうパル 2F
ドコモショップ宝塚山本店 〒665-0882 兵庫県宝塚市山本南 1-26-28
ドコモショップ 
イオンモール伊丹店

〒664-0847 兵庫県伊丹市藤ノ木 1-1-1  
イオンモール伊丹 4F

ドコモショップ
ららぽーとEXPOCITY店

〒565-0826 大阪府吹田市千里万博公園 2-1  
ららぽーとEXPOCITY 1F

ドコモショップ山田南店 〒565-0822 大阪府吹田市山田市場 10-5
ドコモショップ 
イオンモール猪名川店

〒666-0257 兵庫県川辺郡猪名川町白金 2-1  
イオンモール猪名川 2F

auショップ
ららぽーとEXPOCITY

〒565-0826 大阪府吹田市千里万博公園 2-1  
ららぽーとEXPOCITY 1F

auショップ明石 〒673-0892 兵庫県明石市本町 2-1-1 
インティ明石ビル 1F

auショップ 
イオンモール伊丹

〒664-0847 兵庫県伊丹市藤ノ木 1-1-1  
イオンモール伊丹 3F

auショップ 
トナリエ南千里

〒565-0862 大阪府吹田市津雲台 1-1-30  
トナリエ南千里 1F

auショップ五條 〒637-0043 奈良県五條市新町 1-7-5
auショップ
三宮センター街

〒650-0021 兵庫県神戸市中央区三宮町 2-10-7
グレース神戸 1F

UQスポット
イオンモール神戸北

〒651-1515 兵庫県神戸市北区上津台 8-1-1
イオンモール神戸北 3F

コムテックプラザ千里中央店 〒560-0082 大阪府豊中市新千里東町 1-5-2  
千里セルシー 2F

パソコンショップ
PC DEPOT 箕面店 〒562-0033 大阪府箕面市今宮 1-8-22

グループ会社
コムテックサービス株式会社 〒530-0004 大阪府大阪市北区堂島浜 2-2-8
西菱電機フィールディング株式会社 〒220-0005 神奈川県横浜市西区南幸 2-20-5
西菱電機エンジニアリング株式会社 〒664-0837 兵庫県伊丹市北河原 1-2-7
鳥取西菱電機株式会社 〒680-0835 鳥取県鳥取市東品治町 102西菱電機株式会社

地球にやさしい
ベジタブルインキを
使用しています。

決 算 期 日 3月31日

定 時 株 主 総 会 6月下旬

剰 余 金 の 配 当 期末配当受領株主確定日 3月31日
中間配当受領株主確定日 9月30日

株 主 確 定 基 準 日 定時株主総会 3月31日
その他必要がある場合は、取締役会で決議し、
あらかじめ公告して基準日を定めます。

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関
同 連 絡 先

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社
〒541-8502　大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社 大阪証券代行部

0120-094-777

公 告 の 方 法 電子公告の方法により行います。
ただし、やむを得ない事由により電子公告を
することができない場合は、日本経済新聞に
掲載します。
公告掲載URL http://www.seiryodenki.co.jp/

（ご注意）

1.株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設
されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設さ
れている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）では
お取り扱いできませんのでご注意ください。

2.特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀
行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ
信託銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ信託銀行の全国各支店でもお取次ぎ
いたします。

3.未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

株主メモ 事業所紹介


